
（別紙３）

～ 2026年　２月　14日

（対象者数） １８件 （回答者数） １８件（うち未回答２件）

～ 2026年　２月　14日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの評価と合わせて、職員も目標を持ち実践し、
一緒に自分の行動を自己評価していく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

評価基準を具体的に設定する
振り返りの際、よかった点だけではなくマイナス意見
も取り入れ検討する

2

プランとアセスメントを数値で確認する
考え方は、理念にあっているかの視点で協議していく

3

⑱ 子供たちが、自主性を伸ばすためいくつかの選択肢
を取り入れて自己決定できるようにしています

子供たちの意見をもとにして選択肢を作成し、活動を提
供し振り返りを行っています

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⑥ 業務のPDCAの振り返りが出来ていない 視点としての基準・内容・評価が不明確である

㉑ 情報共有を行っているが、個人差があり情報のばら
つきがある

共有の仕方に、個人的な認識の違いがある

2026年　１月　30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 福井県民せいきょう　ハーツきっず清水

○保護者評価実施期間 2026年　１月　30日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


